
別
紙

-
１

-
２

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
（
総

括
監

督
員

）

優
れ

て
い

る
ｂ
よ

り
優

れ
て

い
る

や
や

優
れ

て
い

る
ｃ
よ

り
優

れ
て

い
る

他
の

評
価

に
該

当
し

な
い

Ⅰ
構

造
物

の
特

殊
性

へ
の

対
応

□
1
.対

象
構

造
物

の
高

さ
、

延
長

、
施

工
（
断

）
面

積
、

施
工

深
度

等
の

規
模

が
特

殊
な

工
事

□
2
.対

象
構

造
物

の
形

状
が

複
雑

で
あ

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

施
工

条
件

が
特

に
変

化
す

る
工

事

□
3
.そ

の
他

理
由

※
上

記
の

対
応

事
項

に
1
つ

以
上

レ
点

が
附

け
ば

４
点

の
加

点
と

す
る

Ⅱ
都

市
部

等
の

作
業

環
境

、
社

会
条

件
等

へ
の

対
応

□
4
.地

盤
の

変
形

、
近

接
構

造
物

、
地

中
埋

設
物

へ
の

影
響

に
配

慮
す

る
工

事

□
5
.周

辺
環

境
条

件
に

よ
り

、
作

業
条

件
、

工
程

等
に

大
き

な
影

響
を

受
け

る
工

事

□
6
.周

辺
住

民
等

に
対

す
る

騒
音

・
振

動
を

特
に

配
慮

す
る

工
事

。

□
7
.現

道
上

で
の

交
通

規
制

に
大

き
く
影

響
す

る
工

事

□
8
.緊

急
時

に
対

応
が

特
に

必
要

な
工

事

□
9
.施

工
箇

所
が

広
範

囲
に

わ
た

る
工

事

□
1
0
.そ

の
他

理
由

※
上

記
の

対
応

項
目

に
１

つ
以

上
レ

点
が

就
け

ば
６

点
の

加
点

と
す

る
。

Ⅲ
厳

し
い

自
然

・
地

盤
条

件
へ

の
対

応

□
1
1
.特

殊
な

地
盤

条
件

へ
の

対
応

が
必

要
な

工
事

□
1
2
.雨

・
雪

・
風

・
気

温
・
波

浪
等

の
自

然
条

件
の

影
響

が
大

き
な

工
事

□
1
3
.急

峻
な

地
形

及
び

土
石

流
危

険
渓

流
内

で
の

工
事

□
1
4
.動

植
物

等
の

自
然

環
境

の
保

全
に

特
に

配
慮

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
工

事

□
1
5
.維

持
修

繕
工

事
等

規
模

に
比

し
て

地
元

調
整

等
の

手
間

の
か

か
る

工
事

□
1
6
.そ

の
他

理
由

※
上

記
の

対
応

事
項

に
1
つ

以
上

レ
点

が
附

け
ば

４
点

の
加

点
と

す
る

。

Ⅳ
長

期
工

事
に

お
け

る
安

全
確

保
へ

の
対

応

□
1
7
. 
１

２
ヵ

月
を

超
え

る
工

期
で

、
事

故
が

な
く
完

成
し

た
工

事
（
全

面
一

次
中

止
期

間
は

除
く
）
　

□
1
8
.そ

の
他

※
上

記
の

対
応

事
項

に
1
つ

以
上

レ
点

が
附

け
ば

６
点

の
加

点
と

す
る

。

※
1
．

工
事

特
性

は
最

大
2
0
点

評
価

と
す

る
。

※
2
．

主
任

監
督

員
／

工
事

監
督

員
が

評
価

す
る

「
５

．
創

意
工

夫
」
と

の
二

重
評

価
は

行
わ

な
い

。
評

価
評

点
＝

0
点

切
土

量
：
2
0
万

㎥
以

上
、

盛
土

土
工

量
：
1
5
万

㎥
以

上
、

護
岸

・
築

堤
の

高
さ

：
1
0
ｍ

以
上

、
ト

ン
ネ

ル
（
シ

ー
ル

ド
）
の

直
径

：
8
ｍ

以
上

、
ダ

ム
用

水
門

の
設

計
水

深
：
2
5
ｍ

以
上

、
樋

門
又

は
樋

管
の

内
空

断
面

積
：
1
5
㎡

以
上

、
排

水
機

場
の

吐
出

管
径

：
2
,0

0
0
m

m
以

上
、

堰
又

は
水

門
の

最
大

径
間

長
：
2
5
m

以
上

、
堰

又
は

水
門

の
径

間
数

：
3
径

間
以

上
、

堰
又

は
水

門
の

扉
体

面
積

：
5
0
㎡

/
門

以
上

、
ト

ン
ネ

ル
（
開

削
工

法
）
の

開
削

深
さ

：
2
0
m

以
上

、
ト

ン
ネ

ル
（
N

A
T
M

)の
内

空
平

均
面

積
：
１

０
０

㎡
以

上
、

ト
ン

ネ
ル

（
沈

埋
工

法
）
の

内
空

平
均

面
積

：
３

０
０

㎡
以

上
、

海
岸

堤
防

・
護

岸
・
突

堤
又

は
離

岸
堤

の
水

深
：
1
0
m

以
上

、
地

す
べ

り
防

止
工

：
幅

1
0
0
m

以
上

か
つ

法
長

1
5
0
m

以
上

、
浚

渫
工

の
浚

渫
土

量
：
1
0
0
万

㎥
以

上
、

流
路

工
の

計
画

高
水

流
量

：
5
0
0
㎥

以
上

、
砂

防
ダ

ム
の

堤
高

：
１

５
ｍ

以
上

、
ダ

ム
の

堤
高

：
１

５
０

ｍ
以

上
、

転
流

ト
ン

ネ
ル

の
流

下
能

力
：
4
0
0
㎥

/
se

c
以

上
、

橋
梁

下
部

工
の

高
さ

：
3
0
m

以
上

、
橋

梁
上

部
工

の
最

大
支

間
長

：
１

０
０

m
以

上

・
砂

防
工

事
な

ど
に

お
い

て
、

現
地

合
わ

せ
な

ど
に

基
づ

い
て

再
設

計
が

必
要

な
工

事
。

・
鉄

道
に

隣
接

し
た

橋
脚

の
補

強
耐

震
工

事
又

は
河

道
の

流
水

部
に

お
け

る
橋

脚
の

撤
去

工
事

。
・
供

用
中

の
ト

ン
ネ

ル
の

拡
幅

工
事

・
そ

の
他

、
構

造
物

固
有

の
難

し
さ

へ
の

対
応

が
特

に
必

要
な

工
事

。
・
そ

の
他

、
技

術
固

有
の

難
し

さ
へ

の
対

応
が

必
要

な
工

事
。

・
地

山
強

度
が

低
い

又
は

土
被

り
が

薄
い

た
め

、
F
E
M

解
析

な
ど

に
よ

る
検

討
が

必
要

な
工

事
。

・
供

用
中

の
鉄

道
又

は
道

路
と

交
差

す
る

橋
梁

な
ど

の
工

事
。

・
市

街
地

等
の

家
屋

密
集

地
で

の
、

鉄
道

又
は

道
路

の
ア

ン
ダ

ー
パ

ス
す

る
工

事
・
監

視
な

ど
の

結
果

に
基

づ
き

、
工

法
の

変
更

を
行

っ
た

工
事

。

・
ガ

ス
管

、
水

道
管

、
電

話
線

等
の

支
障

物
件

の
移

設
に

つ
い

て
、

施
工

工
程

の
管

理
に

特
に

注
 意

を
要

し
た

工
事

。
・
地

元
調

整
や

環
境

対
策

な
ど

の
制

約
が

特
に

多
い

工
事

。
・
そ

の
他

各
種

制
約

が
あ

り
、

施
工

に
特

に
厳

し
い

制
限

を
受

け
た

工
事

。

・
市

街
地

で
の

夜
間

工
事

。
・
D

ID
地

区
で

の
工

事
。

（
1
3
.に

つ
い

て
）

（
1
4
.に

つ
い

て
）

・
ク

マ
タ

カ
な

ど
の

猛
禽

類
な

ど
の

貴
重

な
動

植
物

へ
の

配
慮

の
た

め
、

工
程

や
施

工
方

法
に

制
約

を
受

け
た

工
事

。

（
1
5
.に

つ
い

て
）

（
1
6
.に

つ
い

て
）

・
急

峻
な

地
形

の
た

め
、

作
業

構
台

や
作

業
床

の
設

置
が

制
限

さ
れ

る
工

事
、

も
し

く
は

、
命

綱
を

使
用

す
る

必
要

が
あ

っ
た

工
事

（
法

面
工

事
は

除
く
）
。

・
斜

面
上

又
は

急
峻

な
地

形
直

下
で

の
工

事
の

た
め

に
、

工
事

に
伴

う
地

す
べ

り
防

止
対

策
等

の
安

全
対

策
を

必
要

と
し

た
工

事
。

・
土

石
流

危
険

渓
流

に
指

定
さ

れ
た

区
域

に
お

け
る

工
事

。

考
査

項
目

工
種

４
　

工
事

特
性

Ⅰ
　

施
工

条
件

等
へ

の
対

応

0

・
維

持
修

繕
工

事
(河

床
掘

削
、

港
湾

浚
渫

等
)

・
工

事
規

模
に

比
べ

て
、

関
係

機
関

や
地

元
調

整
等

に
相

応
以

上
の

手
間

や
調

整
が

必
要

に
な

っ
た

工
事

。

・
そ

の
他

、
自

然
条

件
又

は
地

盤
条

件
へ

の
対

応
が

必
要

で
あ

っ
た

工
事

。
・
そ

の
他

、
災

害
等

に
お

け
る

臨
機

の
措

置
の

う
ち

特
に

評
価

す
べ

き
事

項
が

認
め

ら
れ

る
工

事
。

（
9
.に

つ
い

て
）

・
作

業
範

囲
が

広
範

囲
に

分
布

し
て

い
る

工
事

（
1
0
.に

つ
い

て
）

（
1
1
.に

つ
い

て
）

（
1
2
.に

つ
い

て
）

監
理

（
主

任
）
技

術
者

が
現

場
特

性
を

十
分

把
握

し
、

各
種

基
準

や
仕

様
書

を
ふ

ま
え

て
技

術
的

応
用

力
を

発
揮

し
て

施
工

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
、

施
工

計
画

書
や

1
8
条

等
各

種
協

議
に

お
い

て
認

め
ら

れ
る

場
合

は
チ

ェ
ッ

ク
を

す
る

。

・
河

川
内

の
橋

脚
工

事
に

お
い

て
地

下
水

位
が

高
く
、

ウ
ェ

ル
ポ

イ
ン

ト
工

法
な

ど
に

よ
る

排
水

や
大

規
模

な
山

留
な

ど
が

必
要

な
工

事
。

・
支

持
地

盤
の

形
状

が
複

雑
な

た
め

、
深

礎
杭

基
礎

毎
に

地
質

調
査

を
実

施
す

る
な

ど
支

持
地

盤
を

確
認

し
な

が
ら

再
設

計
し

た
工

事
。

・
施

工
不

可
能

日
が

多
い

こ
と

か
ら

、
施

工
機

械
の

稼
働

率
や

台
数

な
ど

を
的

確
に

把
握

す
る

必
要

が
生

じ
た

工
事

。

・
海

岸
又

は
河

川
区

域
内

の
た

め
、

設
計

書
で

計
上

す
る

以
上

に
波

浪
等

の
影

響
で

不
稼

働
日

が
多

く
、

主
に

作
業

船
や

台
船

を
使

用
す

る
工

事
。

・
潜

水
士

を
多

用
し

た
工

事
又

は
波

浪
や

水
位

変
動

が
大

き
い

た
め

作
業

構
台

等
を

設
置

し
た

工
事

。

（
5
.に

つ
い

て
）

（
6
.に

つ
い

て
）

（
7
.に

つ
い

て
）

（
8
.に

つ
い

て
）

・
緊

急
時

の
作

業
が

あ
り

、
そ

の
作

業
の

全
て

に
対

応
し

た
工

事

・
日

交
通

量
が

概
ね

１
万

台
以

上
の

道
路

で
片

側
交

互
通

行
の

交
通

規
制

を
し

た
工

事
。

・
供

用
し

て
い

る
自

動
車

専
用

道
路

等
の

路
上

工
事

で
、

交
通

規
制

が
必

要
な

工
事

。
・
工

事
期

間
中

の
大

半
に

わ
た

っ
て

、
交

通
解

放
を

行
う

た
め

規
制

標
識

の
設

置
撤

去
を

日
々

行
っ

た
工

事
。

（
1
.に

つ
い

て
）

（
2
.に

つ
い

て
）

（
3
.に

つ
い

て
）

（
4
.に

つ
い

て
）

ａ
ａ
’

ｂ
ｂ
’

ｃ
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